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１．編修の基本方針                                                                                  

本書は、英語学習の特質を踏まえて、特に「話すこと[やり取り]」「話すこと[発表]」「書くこと」の３領域

を中心とした基礎的・基本的な知識・技能の習得とともに、聞いたり、読んだりして得た情報や考えなどを、論

理的に発信できるような思考力・判断力・表現力を身につけられることを目標に編修した。そして、次の３点を

教育理念として掲げる。 

 

１．「ことばの教育」に資する 

コミュニケーションのためのことばの知識・技能の習得に加えて、ことばを通して思考力・判断力・表現力

を高め、豊かな言語観を育成する。 

２．「国際理解教育」に資する 

ますます複雑化する国際社会の中で、比較文化の視点に立ち、世界のさまざまな言語や民族に対して目を向

けさせ、人類としての共通性だけではなく地域や民族の個性も同時に尊重し合う、豊かな文化観と真の国際理

解のための資質・能力を養う。 

３．「人間教育」に資する 

今日のグローバル社会に生きる子どもたちに、特に話したり書いたりすることを通して、人間としての生き

方やものの見方、考え方、ならびに世界観に目を向けさせ、多様化する社会の中で自らの力で考え、判断し、

表現できる力を培う。 

 

英語教育は、学校教育の一環としての人間形成の教育であり、ことばの教育を教科独自の課題とし、国際理解

教育に対してはとりわけ大きな役割を担っている。この認識に基づき、上記３点の教育理念を具現化するため、

特に次の５点を編集の基本方針とする。 

 

１．特に「話すこと[やり取り]」「話すこと[発表]」「書くこと」の活動を通して、ことばと人間との関係や

ことばと社会との関係など広くことばへの関心を高め、豊かな言語観を育てる。 

２．ことば、文化、民族の多様性とその共存を国際理解の基本理念とし、国際感覚と国際協調の精神の育成を

図る。 

３．特に「話すこと[やり取り]」「話すこと[発表]」「書くこと」の活動の上で必要な、言語能力の本質とし

ての思考力・判断力・表現力の養成を土台として、「論理・表現Ⅰ」における学習で習得した能力を更に

伸長させながら、英語の基礎的な知識や技能の習得、コミュニケーション能力の養成を図る。 

４．実際のコミュニケーションにおけるメッセージの役割を重視し、生徒の興味・関心を喚起する話題やテー

マを提示すると共に、対話的な学びや深い学びを引き出す統合的かつ創造的な言語活動を目指す。 

５．生徒の学習段階に応じて自律的な学習のための支援を提供し、主体的な学びを促進するとともに、自ら学

びに向かう力を養成する。 



２．対照表                                                                                        

             本課[やり取り]＝LESSON 3、5  [発表]＝LESSON 1、7、9  [書く]＝LESSON 2、4、6、8､ 10 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

題材（テーマ） ①各課でとりあげた題材については、幅広く高校生の知

的興味・関心を高めるものを選択し、「生きる力」を育

成するに資するテーマを配置した。（第１号） 

 

各LESSON 

各Activity Lesson 

各Daily Conversation 

②各題材においては、高校生の感性に訴えるテーマを扱

った。（第１号） 

 

各LESSON 

各Activity Lesson 

 

③個人の能力や創造性を伸ばし、個性を発揮する中で、

それらを将来の生活や職業に結びつけることができる

ような題材の課を設けた。（第２号） 

 

LESSON 3、5、8 

④正義および自他の敬愛と協力など、社会への主体的な

参画を扱った課を設けた。（第３号） 

 

LESSON 1、10 

⑤生命の尊重を扱った課を設けた。（第４号） 

 

LESSON 9、10 

⑥自然科学、環境を扱った課を設けた。（第４号） 

 

LESSON 2、6、9、10 

⑦日本の伝統文化および他国の文化を扱った課を設け

た。（第５号） 

 

LESSON 4、7  

⑧平和を扱った課を設けた。（第５号） 

 

LESSON 10 

言語活動 ①本課の言語活動は、取り組む生徒の個性、創造性が発

揮されるようにした。（第２号） 

 

各 LESSON の Pair Work 、 My 

Opinion 、 Role Play 、 Speech 、

Writing / 各 LESSON [ 発表 ] の

Follow Up / 付録6・7など 

②本課の言語活動は、将来の職業の選択、環境問題、社

会貢献、伝統と文化の尊重、平和の問題など、自分の考

えをまとめて発信できるような題材を扱った。（第１号、

第２号、第３号、第４号、第５号） 

 

各LESSON 

各Activity Lesson 

③ペアやグループなどの形態を重視し、生徒同士が協力

して活動に取り組めるように配慮した。（第３号） 

 

各LESSONのPair Work、Follow 

Up / Activity Lesson 4, 5 の My 

Opinion 、 Try ！  / Find the 

Differencesなど 

付録 生徒の自律的な学習を支えるコーナーや付録などを配

置した。（第２号） 

目次  / 本書の構成と使い方  / 各

LESSONの関連語句および付録の

表 現 語 彙 集  / Functional 

Expressions / 二次元コード（音声

など） /  Check Yourself / 付録全

般など 

登場人物 主な登場人物の配置及び活動においては、男女・出身地

域の偏りがないように配慮した。（第３号、第５号） 

各LESSON 

各Activity Lesson 

各Daily Conversation 

構成 教科書の使い方、学ぶ目標、学ぶプロセス、学ぶポイン

ト、などが生徒たちにわかりやすく提示され、学ぶ意欲

を喚起し、自ら学ぶ力が育成されるように配慮した。 

（第２号） 

目次 / 本書の構成と使い方 /  

各LESSON / 各Activity Lesson / 

付録「表現語彙集」「辞書の使い方」

「句読法」など 

 

 

 



 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色                               

 

１．国際理解教育の観点から、特に日本の文化については、理解するとともに発信していく態度を養えるよう

に、話題やテーマ、活動の面で配慮した。 

２．自分の意見や考え、主張などを論理的に発信することができ、また国際理解の観点からも、他の国の人と

積極的にコミュニケーションを交わすことができる態度が養えるように、話題やテーマ、活動の面で配慮

した。 

３．ことばへの関心などについても、多面的に考えることができるように扱った。 

４．人間としての豊かな心や人間のもっている微細な感情を意識し、そしてまた、幅広い観点からものごとを

考えることができるような習慣形成に資する話題やテーマを配置した。 

５．カラーユニバーサルデザインの見地から、識別しにくい配色を避け、形や記号・番号、説明文などの補助

を設けた。 

６．環境にやさしい教科書づくりを心がけた。用紙については、環境の保護、資源の節約のため、原料や製法

に配慮した環境にやさしい紙を使用した。インキについては、植物由来の油および、それらを主体とする

廃食用油等をリサイクルした再生油を含んだ、印刷インキ工業連合会認定の植物油インキを使用した。 
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１．編修上特に意を用いた点や特色                                           

学習指導要領の総則に示された教育の方針や高等学校外国語科の教科目標および本書の教育理念に基づき、

教科書の構成・配列や各領域などの系統・内容に関して、特に以下のことに意を用いた。  

 

（１）基本方針 

①多様化している生徒の実態を考慮し、質量ともに充実を図る。 

②「論理・表現Ⅰ」での学習を踏まえて、「論理・表現Ⅱ」への接続が円滑に図られるように配慮する。 

③3つの領域別の言語活動および複数の領域を結びつけた統合的な言語活動を通して、「話すこと[やり取り]」「話す

こと[発表]」「書くこと」を中心とした発信能力の育成を強化し、特に論理的に表現する能力が育成できるように、

構成・内容を工夫する。 

④教科書の使い方、学ぶ目標、学ぶプロセス、学ぶポイントなどが、生徒たちにわかりやすく提示され、主体的・協働

的な学びを促進するとともに、自ら学びに向かう力が育成されるように配慮する。 

⑤基礎的な知識や技能を確実に習得し、それらの知識や技能を目的や場面、状況に応じて活用できる力を、繰り返し段

階的に育成できるような教科書構成にする。 

⑥英語を「聞くこと」や「読むこと」を通じて得た情報などを基にして、様々な場面に応じて適切に「話すこと[やり

取り]」「話すこと[発表]」「書くこと」ができるようにし、あわせて論理的思考力や批判的思考力が養えるような

配慮をする。また、そうしたコミュニケーション活動や体験を通して、他を受け入れ、個人の価値を尊重することの

できる豊かな心を育成し、自分の考えや自分たちの文化を外に発信していける力を培える内容にする。 

⑦学んだ内容の深化・発展に弾力的に取り組めるように、設問や活動などを工夫、充実させる。 

 

（２）本書の特色と編集上の留意点 

Ａ．カリキュラムと分量 

  教材の精選をはかり、カリキュラムにゆとりをもたせた。 

Ｂ．題材内容 

 １）「話す[やり取り]」「話す[発表]」「書く」ためのテーマとして、ことばの教育、国際理解教育（異文化理解教

育）、人間教育の観点を基本とし、これらの領域で生徒の知性や感性を考慮して、興味を喚起する内容にした。 

 ２）テーマは、日常生活、学校生活、地域・社会、日本の伝統文化、科学技術、言語、地球環境問題、科学や芸術、

旅行、スポーツ、歴史や人物、国際協力、職業、様々な価値観など多様な内容にした。なお、「話す[やり取り]」

「話す[発表]」「書く」ための形式は、会話、スピーチ、プレゼンテーション、ディベート、ディスカッション、

またそれぞれの活動のためのメモや原稿作成などを基本とした。 

 ３）テーマの設定や登場人物は、英語が広く使われている現状と国際理解との関係から日本を中心に、主に英米を中

心とした英語圏諸国やアジア等の国々の英語話者にし、特に高校生が実際に「話す[やり取り]」「話す[発表]」

「書く」という状況を重視して、より現実と遊離しない状況を設定した。 

 



Ｃ．言語材料の扱い 

 １）言語材料は、活発で多様な言語活動を展開することができるように配慮した。 

 ２）「文構造」「機能表現」は表現活動に活用することを基本として精選し、「話す[やり取り]」「話す[発表]」「書く」上で必要と思

われる基本的な事項であるとともに、より運用度が高いものを扱った。 

 ３）「語」は、英語コミュニケーションⅡ程度の範囲で、表現活動に必要と思われる語彙・連語を精選して取り上げた。 

 ４）「音声」はについては、標準的な米音を基本とした。 

Ｄ．言語活動 

言語活動は、特に｢話す[やり取り]｣｢話す[発表]｣「書く」必然性を重視し、「言語の使用場面」を具体的に提示すると共

に、この3つの領域の言語活動および複数の領域を結びつけた統合的な関連が図れるように、各LESSONでは、Start 

Up、Key Expressions、My Opinion、課のGOALであるRole Play、Speech、Writingのページ、また課間のActivity 

Lesson、巻末の付録などにおいても活動の流れや構成等、形式を工夫した。また、「言語の働き」にも留意し、「話す[や

り取り]」「話す[発表]」「書く」上で多用される表現についても、論理・表現Ⅰでの学習を踏まえながらより発展的で実践

的な場面を精選し、系統的に扱った。 

Ｅ．本書の構成と内容 

▶１．全体の構成 

① 全体構成は、本課 LESSON (1～10) と Activity Lesson (1～5) を中心とした。｢話す[やり取り]｣｢話す[発表]｣「書く」技

能を中心とし、その習得を目指す教材としつつ、複数の領域を結びつけた統合的な言語活動が図れるよう配慮した。 

② 各LESSON では、日常生活、伝統文化、自然科学など、生徒にとって関心のある日常的な話題や社会的な話題の中

で自分のことに置き換えて、やり取りや発表をしたり、簡潔な文章を書いたりする練習ができるように工夫した。 

③ 各Activity Lessonでは、「ライティング」「スピーチ」「プレゼンテーション」「ディスカッション」「ディベート」の活動におい

て、それぞれの活動の特徴を理解すると同時に、実際の場面を想定し、Your Turn! や Try!などを使って練習ができ

るように構成を工夫した。 

 ▶２．本課LESSONの構成と内容 

① Start Up: テーマに関する基本「語句」の導入（Vocabulary、Listening、Pair Workで繰り返し学習しつつ、課のGOALの

活動で活用できる一定の支援も兼ねる） 

② Key Expressions： ターゲットとなる「英語表現」の、オーセンティックな場面設定によるインプット 

③ Functional Expressions： Key Expressionsに関連した、課のＧＯＡＬのコーナーで活用できる「機能表現」の例文 

④ Summary of Information： Key Expressionsの情報をまとめる活動 

⑤ Listening： Key Expressions の表現をベースにしたリスニング活動 

⑥ My Opinion： 自分の意見や考えを書いてまとめる活動 

⑦ 課のＧＯＡＬのコーナー： [やり取り][発表][書く]活動の中で、自分の意見や考えをアウトプットする活動 

[やり取り] 道案内、就職面接など ／ [発表] スピーチ、プレゼンテーションなど ／[書く] 応募フォーム、ポスター、

広告など 

Tips： 発表する時に役立つ「アクセント」「イントネーション」「文の区切り」「音のつながり」など 

Follow Up： 課のGOALの活動に対して、質疑応答などをする活動 

⑧ Check Yourself： この課で学習したことに対して「自己評価」をするコーナー 

⑨ 脚注：「トリビア」 （レッスンのテーマに沿った豆知識）／「英語なぞなぞ」／「早口言葉」 

 ▶３．上記以外の構成と内容 

① Activity Lesson： 「ライティング」「スピーチ」「プレゼンテーション」「ディスカッション」「ディベート」の活動の特徴を、絵

や図解などで理解する「活動のコツ」シリーズ。各課の前半は「解説編」、後半は「実践編」 

②  Daily Conversation： 「天気」「空港」「ホテル・旅行案内所・美術館など」の特有な場面でよく使われる表現を学習 

③  Find the Differences： 本課等で扱った言語材料を使用した英語での「まちがいさがし」。楽しみながら語句や表現を

定着させる言語活動のページ 



④ 付録：表現活動のために必要な語彙・文法事項などを確認したり、実際に活用しながら定着・発展させるためのページ 

 ▶４．本課LESSONに「関連語句」マーク、巻末に「表現語彙集」を設け、生徒がテーマに即したより多くの語彙や表現を使用

することができるように配慮した。 

 ▶５．巻末には「表現語彙集」の他、「ローマ字表」「辞書の使い方」「Emailの書き方」「単位と数の表現」「否定文と疑問文のつ

くり方」「いろいろな疑問詞」「変化形のつくり方」「句読法」「不規則動詞活用表」を設け、学習上の配慮とした。 

 

２．対照表                                                     

 

図書の構成・内容（◎＝LESSON  ○＝課間  ＊＝付録） 学習指導要領の内容 

英
語
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る 

事
項 

◎LESSON 

・目的や場面、状況などに応じた論理の構成や展開ができるように、３領域（「話すこと[やり取り]」「話

すこと[発表]」「書くこと」）の活動の達成にふさわしい言語材料や機能表現、語彙、文法項目を選定し

た。 

・各LESSONに Functional Expression を設け、課題や目標に応じて、特に論理の構成や展開を意識

しながら、情報などを効果的に使える表現を提示した。 

・特に、語や文法事項の扱いについては、３領域の活動と効果的に関連付け、実際のコミュニケーショ

ンにおいて活用できるように配慮した。 

○Activity Lesson 

・３領域の活動の基本的な特性を理解し、それぞれの活動への展開がスムーズにできるように構成を工

夫した。 

＊また、巻末の付録において、表現活動に役立つように語彙や文法事項を付した。 

(1) ア（ア）（イ） 

 

 

情
報
を
整
理
し
な
が
ら
考
え
な
ど
を
形
成 

し
、
英
語
で
表
現
し
た
り
、
伝
え
合
っ
た
り 

す
る
こ
と
に
関
す
る
事
項 

◎LESSON 

・日常的な話題や社会的な話題について、多様なテーマに関心がもてるように、各LESSONそれぞれの

テーマを設定した。 

・My Opinion を設け、Start Up、Key Expressionsなどを参考にしながら自らの考えなどを書くこと

によって、場面や課題に即した中核の考えや展開を整理し、それを表現につなげることができるよう

な構成とした。 

・具体的な課題に対して、英語を聞いたり読んだりして得た情報を活用しながら、情報や自分自身の考

えなどを表現したり伝え合うことができるように、LESSONをそれぞれ[やり取り][発表][書く]の３

つの活動に分け、バランスよく配置した。 

・また、各LESSON内においては、最終の目標へ導くための支援として、Start Up、Key Expressions、

My Opinion、GOALの活動 などのプロセスを設け、情報や自分の考えなど、要点や意図などを明確

にしながら、適切に表現できるように工夫した。 

＊さらに、巻末の付録においても、表現活動に必要な語彙や文法事項を確認したり、実際に活用できる

ように配慮した。 

(2) ア イ 

 

話
す
こ
と
［
や
り
取
り
］ 

◎LESSON 

・日常的な話題や社会的な話題についての「やり取り」を通して、自分の考えを伝え合ったり必要な情

報を得たりする活動のための支援として、導入（Start Up）、インプット（Key Expressions）、アウト

プット（My Opinion、Role Play）の3ステップ方式で、使用する語句や文、発話例が示され、準備の

ための一定の時間が確保された状況において、段階を踏みながら学習できるよう配慮した。 

・話題については、日常的なものから社会的なものまで、LESSONで扱う言語材料を現実の社会の中で

実際に使える場面を精選し、上記の各コーナーやKey Expressions、My Opinionなどを活用し、最終

的に課のGOALに於いて、自分のことや一般的な話題に関して、論理的なやり取りを展開できるよう

に工夫した。 

・Pair Workでは、自らの経験なども踏まえて、即興で話すことも考慮した。 

・特に、言語活動において活用頻度の高い慣用表現などをFunctional Expressionsで系統的に示した。 

・Tipsでは、やり取りにおける「アクセント」や「イントネーション」などを適宜扱った。 

・活動の基礎となる文構造や文法事項については、実際の「やり取り」の活動と効果的に関連付けなが

ら、活用できるように配慮した。 

＊本課の「やり取り」の活動を、より豊かに活発なものにするために、一定の支援の一環として、本課

のVocabulary等に「関連語句」マークを付け、活動と関連づけた「表現語彙集」を巻末に付した。 

○Activity Lesson 

・「よくわかるディスカッション」「よくわかるディベート」においては、それぞれの活動の基本的な特

徴を理解すると同時に、自分の意見や主張などを適切な理由や根拠と共に詳しく伝え合うなど、テー

マに沿った論理的なやり取りの展開が学習できるように構成を工夫した。 

○Daily Conversation 

・「天気」「空港」「ホテル・旅行案内所・美術館」など、日常生活に不可欠なより実践的な場面を設定し、

そこで使用される多様な語句や文、慣用表現などによる対話を通して、必要な情報や気持ちを詳しく

伝え合う典型的なパターンを提示した。 

(3)① 

ア 

イ(ア)(イ)  

 



 ※配当時間については、別紙「カリキュラム表」を参照。  

  

話
す
こ
と
［
発
表
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◎LESSON 

・日常的な話題や社会的な話題についてのスピーチやプレゼンテーションを通して、自分の考えや気持

ち、意見や主張などを適切な理由や根拠と共に詳しく話して伝えるための支援として、導入（Start 

Up）、インプット（Key Expressions）、アウトプット（My Opinion、Speech）の3ステップ方式で、

使用する語句や文、発話例が示され、準備のための一定の時間が確保された状況において段階を踏み

ながら学習できるように配慮した。 

・話題については、日常的なものから社会的なものまで、LESSONで扱う言語材料が現実の社会の中で

実際に使える場面を精選し、上記の各コーナーやKey Expressions、My Opinion などを活用し、最

終的に課のGOALに於いて、スピーチやプレゼンテーションを通して、情報や考え、意見や主張など

を詳しく話して伝えることができるように工夫した。 

・Follow Up では、スピーチなどの活動のあとに、聞き手との質疑応答などを扱うコーナーを設けた。 

・特に、言語活動において活用頻度の高い機能表現や慣用表現をFunctional Expressionsで系統的に示

した。 

・Tips では、スピーチやプレゼンテーションにおける「アクセント」「イントネーション」「文の区切り」

「音のつながり」を適宜扱った。 

・活動の基礎となる文構造や文法事項については、実際の「発表」の活動と効果的に関連付けながら、

活用できるように配慮した。 

＊本課の「スピーチ」「プレゼンテーション」の活動を、より豊かに活発なものにするために、一定の支

援の一環として、本課のVocabulary等に「関連語句」のマークを付け、活動と関連付けた「表現語彙

集」を巻末に付した。 

○Activity Lesson  

・「よくわかるスピーチ」と「よくわかるプレゼンテーション」においては、それぞれの活動の基本的な

特徴を理解すると同時に、自分の意見や主張などを適切な理由や根拠と共に詳しく話して伝えるな

ど、テーマに沿った論理的なスピーチやプレゼンテーションの展開が学習できるように構成を工夫し

た。 

(3)① 

ア 

ウ(ア)(イ)  

 

書
く
こ
と 

◎LESSON 

・日常的な話題や社会的な話題について、自分の考えや気持ち、意見や主張などを適切な理由や根拠と

共に複数の段落を書いて詳しく伝えるための支援として、導入（Start Up）、インプット（Key 

Expressions）、アウトプット（My Opinion, Writing）の3ステップ方式で、使用する語句や文、文章

例が示され、準備のための一定の時間が確保された状況において段階を踏みながら学習できるよう配

慮した。 

・話題については、日常的なものから社会的なものまで、LESSONで扱う言語材料が現実の社会の中で

実際に使える場面を精選し、上記の各コーナーやKey Expressions、Pair Work、My Opinionなどを

活用し、最終的に課のGOALに於いて、情報や考え、意見や主張などを「書く」活動を通して詳しく

伝えることができるように工夫した。 

・言語活動において活用頻度の高い機能表現や慣用表現を、Functional Expressionsで系統的に示した。 

・課のGOALであるWriting では、話題に関して、特に聞いたり読んだりしたことを活用し、また要点

や意図を明確にしながら、自分の意見や感想などを、複数の段落を書いて詳しく伝える。さらにFollow 

Upでは書いたものを読み合う活動を設けた。 

・活動の基礎となる文構造や文法事項については、実際の「書く」の活動と効果的に関連付けながら、

活用できるように配慮した。 

＊本課の「書く」活動を、より豊かに活発なものにするために、一定の支援の一環として、本課の

Vocabulary等に「関連語句」のマークを付け、活動と関連付けた「表現語彙集」を巻末に付した。 

○Activity Lesson 

・「よくわかるライティング」においては、「書く」活動の基本的な特徴を理解すると同時に、自分の意

見や主張などを適切な理由や根拠と共に複数の段落を書いて詳しく伝えるなど、テーマに沿った論理

的な「書く」活動の展開が学習できるように構成を工夫した。 

・特に、「書く」テーマに関する発想から推敲までのプロセスを重視し、発想のためのステップを踏むこ

とによって学習者の理解のための支援とした。 

(3)① 

ア 

エ(ア)(イ)  

 

言
語
の
働
き
に
関

す
る
事
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◎LESSON ○Activity Lesson ○Find the Differences 

・言語活動を行うにあたっては、「言語の使用場面」と「言語の働き」の中から、３領域の活動目標を達

成するためにふさわしいものを取り上げ、それぞれの活動の中で、有機的に組み合わせて活用した。 

・「言語の使用場面」については、全体を通して多様な場面を設定した。（例：家庭、学校、地域、国際

社会、パンフレット、記事、情報通信ネットワーク、天気、旅行、電話など） 

・「言語の働き」については、全LESSONを通して、１つ以上の表現を各活動の中で扱った。（例：相づ

ちを打つ、望む、描写する、賛成する、反対する、質問するなど。） 

(3)② 

 



 

カリキュラム表 
（L=LESSON） 

課 タイトル 主な活動 主な言語の働き 主な言語の使用場面 配当時間 

L1 
Guess Who? 

誰かわかるかな？ 
書く・発表 

質問する 

描写する 
学校生活／スピーチ 3 

L2 
Space Travel 

宇宙旅行に行こう！ 
書く 

希望・願望を表す 

提案する 
社会生活／パンフレット／応募 3 

Daily Conversation 1 

「天気」に関する表現 
やり取り  日常生活／対話・電話 1 

Activity Lesson 1 

よくわかる ライティング 
書く 

「ライティング」に
必要な表現 

学校生活／作文 3 

L3 
Where is the Post Office? 

道案内をしよう 
書く・やり取り 

場所・行き方をたず
ねる／位置・方向を
示す 

日常生活／看板／道案内・対話 3 

L4 
Wonderful World 

ここオススメ！ 
書く 

具体的に説明を加
える 

日常生活／パンフレット・ポスター 3 

Daily Conversation 2 

「空港」での表現 
やり取り  日常生活／旅行／対話 1 

Activity Lesson 2 

よくわかる スピーチ 
書く・発表 

「スピーチ」に必要
な表現 

社会生活／スピーチ 3 

L5 
Job Search 

目指せ!! プロフェッショナル 
書く・やり取り 

図表を説明する／
勧める 

職場での活動／掲示板／対話・インタビュー 3 

L6 
New-type Robots! 

たよりになるね！ 
書く 

誘う 

能力を表す 
社会生活／ホームページ／エントリーシート 3 

Daily Conversation 3 

「ホテル・旅行案内所・美術館など」で
の表現 

やり取り  日常生活／対話 1 

Activity Lesson 3 

よくわかる プレゼンテーション 
書く・発表 

「プレゼンテーシ
ョン」に必要な表現 

社会生活／プレゼンテーション 3 

L7 
Enjoy Japanese Foods 

和食をどうぞ!! 
書く・発表 

数量を表す 

順序・経過を表す 
日常生活／インターネット／スピーチ・動画 3 

L8 
Looking for an Apartment 

海外での生活 
書く 

部屋の配置 

対比する 
学校生活／広告 3 

Special Activity 1 

Find the Differences [Standard] 
やり取り  学校生活／対話 1 

L9 
Ideas from Nature 

生き物ってすごいね! 
書く・発表 

名称を表す 

理由を述べる 
社会生活／記事／プレゼンテーション 3 

L10 
Let’s Learn about SDGs! 

私たちにできること！ 
書く 出典・引用を示す 社会生活／原稿 3 

Special Activity 2 

Find the Differences [Advanced] 
やり取り  学校生活／対話 1 

Activity Lesson 4 

よくわかる ディスカッション 
書く・やり取り 

「ディスカッショ
ン」に必要な表現 

社会生活／ディスカッション 3 

Activity Lesson 5 

よくわかる ディベート 
書く・やり取り 

「ディベート」に必
要な表現 

社会生活／ディベート 3 

〔付録〕  

①表現語彙集 ②ローマ字表 ③辞書の使い方 ④Emailの書き方 ⑤単位と数の表現 ⑥否定文と疑問文のつくり方 ⑦いろいろ
な疑問詞 ⑧変化形のつくり方 ⑨句読法 ⑩不規則動詞活用表 

 
配
当
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